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頁 問題番号 誤 正

p.17
2.3.11
選択肢

a)線量率定数には、空気衝突カーマ定数と１cm線量等量定数が
ある。

a)線量率定数には、空気衝突カーマ定数と1cm線量等量定数等
がある。

p.58
5.1.13
問題文

・・・内部フィルム撮影方法を用いて第2類の有効長さで試
験・・・

・・・内部フィルム撮影方法を用いて横割れの検出を特に必要
とする場合の有効長さで試験・・・

6.2.15
問題文

正しいものを一つ選べ。 間違っているものを一つ選べ。

6.2.15
正答

d) c)

p.77
6.2.35
選択肢

[ア]：a)-5　b)-10　c)-15　d)-20
[イ]：a)5　b)15　c)20　d)25

[ア]：a)-5　b)-12　c)-15　d)-20
[イ]：a)5　b)15　c)20　d)22

p.81
6.2.46

解答群[ウ]
正答

a） ｂ）

p.85
6.3.4
問題文

ただし，線源・フィルム間距離は30cmとする。
ただし，線源・フィルム間距離は30cmとする。放射能の強さ
は，165GBqとする。

p.96
6.7.5
正答

a) b)

p.104
7.1.11
正答

c) a)

8.1.2
問題文

「4)・・・この部分の総合分類は［サ］類となる 「4)・・・総合分類は［サ］類となる

8.1.2
正答

サ　c) 3 サ　d) 4

p.115
8.1.3
問題文

4)・・・きずは混在しており，総合分類は[サ]類となる。
4)・・・きずは混在していない。したがって，総合分類は[サ]
類となる。

p.118
8.1.8
解答群

〔ウ〕b)JIS G 0581:1999 〔ウ〕b) JIS Z 2306:2015

p.134
10.4

問題文
1週間あたりの昀大撮影許容量 1週間あたりの最大撮影許容

p.134
10.5

問題文
実効線量は(　　)Sv 実効線量は(　　)μSv

p.137
10.12
解答群
[ア]

ｃ)　74枚 ｃ)　73枚

p.138
10.16
問題文

（４）・・・線質依存性が小さい。 （４）・・・線質依存性が大きい。

p.139
10.18
選択肢

d)40 d)25
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